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70年の運動を検証し
将来を見据えた新たな運動の創出へ

髙
谷
副
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
の
後
、
こ
の
一
年
間
に
亡

く
な
ら
れ
た
組
合
員
に
対
し
て

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

里
資
格
審
査
委
員
長
の
報
告

を
受
け
、
大
会
成
立
が
宣
言
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
議
長
に
は
、

東
長
崎
支
部
の
野
口
裕
二
代
議

員
と
平
戸
支
部
の
大
浦
広
己
代

議
員
を
選
出
。

本
部
執
行
部
を
代
表
し
て
、

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
北
村
執
行

委
員
長
は
、
は
じ
め
に
四
月
に

行
わ
れ
た
七
〇
周
年
記
念
式
典

の
御
礼
と
一
八
年
ぶ
り
に
組
織

が
純
増
し
た
こ
と
な
ど
を
語
り

「
建
設
技
能
者
の
豊
か
な
生
活

を
築
く
た
め
に
団
結
し
、
組
合

が
更
に
強
く
大
き
く
な
る
よ
う

七
〇
年
の
運
動
を
検
証
し
将
来

を
見
据
え
た
新
た
な
運
動
を
創

出
し
、
飛
躍
を
め
ざ
し
て
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
。
続
け
て

「
今
大
会
で
退
任
す
る
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
・
協
力

に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
労
働
団
体
、
各

政
党
や
九
州
各
県
連
の
代
表
・

推
薦
議
員
よ
り
、
建
設
長
崎
の

取
り
組
み
へ
の
協
力
と
激
励
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

組
織
拡
大
表
彰
で
は
、
年
間

拡
大
目
標
・
年
間
純
増
を
達
成

し
た
十
一
支
部
を
表
彰
。
平
成

一
〇
年
以
来
の
組
織
純
増
の
大

き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

全
建
総
連
よ
り
清
水
書
記
次

長
が
出
席
。「
建
設
業
で
危
惧

さ
れ
て
い
る
就
労
者
減
少
な
ど

に
つ
い
て
の
情
勢
報
告
」
と
激

励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二
十
七
年

度
活
動
経
過
報
告
と
会
計
決
算

報
告
、
平
成
二
十
八
年
度
運
動

方
針
案
、
会
計
予
算
案
に
つ
い

て
、
執
行
部
よ
り
提
案
が
あ
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
舩
津
栄
市

執
行
委
員
長
と
伊
藤
一
廣
副
委

員
長
が
新
任
と
な
っ
た
他
、
新

執
行
部
が
全
員
の
拍
手
で
承
認

決
定
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
北
村
政
和
前
委
員

長
、
髙
谷
副
委
員
長
の
他
三
名

が
退
任
。
舩
津
新
委
員
長
よ
り

退
任
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

新
役
員
を
代
表
し
て
舩
津
執

行
委
員
長
は
、「
組
合
員
の
仕

事
と
暮
ら
し
、
い
の
ち
と
健
康

を
守
り
な
が
ら
運
動
に
邁
進
し

て
参
り
ま
す
。
本
日
ご
出
席
の

皆
様
の
お
力
も
頂
き
な
が
ら
、

こ
の
一
年
頑
張
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

大
会
議
長
よ
り
、
十
二
項
目

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
出
席
者
全
員
の
拍
手
で
採

択
。続

い
て
、
大
会
宣
言
「
本
大

会
で
決
定
し
た
運
動
方
針
に
則

し
て
全
力
で
推
進
す
る
」
と
、

村
上
青
年
部
長
が
高
ら
か
に
宣

言
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
寺
田
副
委
員
長
の

閉
会
あ
い
さ
つ
、
舩
津
執
行
委

員
長
の
力
強
い
「
団
結
が
ん
ば

ろ
う
」
で
締
め
く
く
り
、
新
年

度
に
向
け
団
結
を
深
め
ま
し
た
。

長崎県議会議員
吉村 庄二氏
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全建総連書記次長
清水 謙一氏

来
賓
紹
介

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

全
建
総
連

書
記
次
長

清
水

謙
一

全
福
岡
県
建
設
労
働
組
合

執
行
委
員
長

原
口

俊
一

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合

執
行
委
員
長

船
元

健
市

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

乙
成

治
義

熊
本
県
建
設
労
働
組
合

執
行
委
員
長

木
村

正

連
合
長
崎

事
務
局
長

宮
﨑

辰
弥

長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

議
長

松
田

圭
治

長
崎
地
区
労
働
組
合
会
議

書
記
長

加
世
田
和
志

長
崎
県
中
連
懇
話
会

会
長

桜
井

健
一

九
州
労
働
金
庫
長
崎
県
本
部

県
本
部
長

森
田

孝
徳

全
労
済
長
崎
県
本
部

本
部
長

原
田

敏
春

長
崎
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

堤

典
子

長
建
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

事
務
局
長

松
尾

清
弘

長
建
木
材
供
給
㈱

取
締
役
部
長

水
蘆

孝
巳

民
進
党
長
崎
県
総
支
部
連
合
会
代
表

衆
議
院
議
員

高
木

義
明

社
会
民
主
党
長
崎
県
連
代
表

長
崎
県
議
会
議
員

吉
村

庄
二

長
崎
県
議
会
議
員

坂
本

浩

長
崎
県
議
会
議
員

山
田

博
司

長
崎
市
議
会
議
員

池
田

章
子

諫
早
市
議
会
議
員

田
添

政
継

大
村
市
議
会
議
員

村
上

信
行

佐
世
保
市
議
会
議
員

古
家

勉

島
原
市
議
会
議
員

草
野

勝
義

長
与
町
議
会
議
員

安
部

都

南
島
原
市
議
会
議
員

金
子
憲
太
郎

建
設
長
崎

元
執
行
委
員
長

前
田

富
雄

建
設
長
崎

前
執
行
委
員
長

相
川

哲
男

建建
設設
技技
能能
者者
のの
豊豊
かか
なな
生生
活活
をを

築築
くく
たた
めめ
にに
更更
なな
るる
団団
結結
をを

―
舩
津
新
委
員
長
を
選
出
―

「
七
〇
年
の
歴
史
を
検
証
し
将
来
を
見
据
え
た
運

動
を
創
出
し
よ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
下
、
建
設
長
崎

第
七
一
回
定
期
大
会
が
、
七
月
十
七
日
長
崎
新
聞
文

化
ホ
ー
ル
ア
ス
ト
ピ
ア
で
開
催
。
大
会
に
は
、
執
行

部
・
代
議
員
・
来
賓
・
書
記
局
な
ど
二
三
三
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

大
会
出
席
者
数

代
議
員

一
一
三
名

執
行
部

五
一
名

書
記
局

四
〇
名

来

賓

二
九
名

合

計

二
三
三
名

衆議院議員
高木 義明氏

連合長崎事務局長
宮﨑 辰弥氏

8
毎月1回15日発行 2016年（平成28年）8月15日発行建 設 長 崎第614号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�



本
日
は
、
ご
多
忙
の
中
、
県

下
各
地
よ
り
ご
参
集
い
た
だ
き

ま
し
た
代
議
員
、
本
部
役
員
の

皆
様
、
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

又
、
ご
多
忙
の
中
、
ご
臨
席

賜
り
ま
し
た
全
建
総
連
並
び
に

九
地
協
の
皆
様
、
政
党
推
薦
議

員
、
友
好
団
体
、
労
働
団
体
の

ご
来
賓
を
迎
え
、
開
催
で
き
ま

す
こ
と
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
一
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
ま
ず
第
一
に
建
設
長
崎
結

成
七
〇
周
年
・
長
建
国
保
設
立

四
五
周
年
記
念
式
典
並
び
に
祝

賀
会
が
多
く
の
組
合
員
ご
家
族

の
皆
様
、
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご

出
席
戴
き
、
盛
大
に
開
催
し
、

無
事
終
え
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

し
か
も
、「
組
合
結
成
七
〇

周
年
を
組
織
増
勢
で
迎
え
よ

う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
通
り
に

全
支
部
が
拡
大
に
取
り
組
み
、

年
間
拡
大
目
標
を
一
〇
支
部
が

達
成
し
、
平
成
十
年
以
来
の
一

八
年
振
り
の
組
織
実
質
四
五
名

の
純
増
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
本
年
四
月
十
四
、
十
六

日
に
熊
本
・
大
分
大
地
震
が
発

生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
熊
本
建

労
の
仲
間
に
は
死
亡
者
は
な

か
っ
た
訳
で
す
が
住
宅
被
害
が

多
く
、
九
州
各
県
の
仲
間
は
全

建
総
連
の
要
請
に
従
い
、
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
、
殻
袋
、
食
料
品

等
の
物
資
を
熊
本
建
労
に
搬
送

し
、
激
励
と
見
舞
い
を
行
い
、

更
に
カ
ン
パ
支
援
を
募
り
建
設

長
崎
は
災
害
復
旧
会
計
、
義
援

金
総
合
計
約
三
一
〇
万
円
を
送

金
し
ま
し
た
。
熊
本
・
大
分
の

仲
間
に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
組
合
員
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
中
国
の
景
気
低
迷
、

米
国
経
済
の
減
速
、
英
国
の
Ｅ

Ｕ
離
脱
問
題
、
テ
ロ
の
多
発
、

国
内
で
は
安
倍
政
権
の
「
一
億

総
活
躍
プ
ラ
ン
」
等
で
、
不
安

定
な
経
済
状
況
の
中
で
、
参
議

院
選
挙
は
「
十
八
歳
選
挙
元

年
」
と
合
い
ま
っ
て
日
本
が
世

界
に
誇
る
平
和
憲
法
を
守
れ
る

か
ど
う
か
、
日
本
の
将
来
を
左

右
す
る
大
事
な
舵
取
の
選
挙
で

し
た
が
、
十
日
開
票
の
結
果
、

残
念
な
が
ら
改
憲
勢
力
が
衆
参

で
2
／
3
を
占
め
ま
し
た
。

今
後
の
動
向
を
注
視
し
、
護

憲
の
声
を
一
層
大
に
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

組
合
は
結
成
以
来
、
建
設
技

能
者
の
「
仕
事
と
生
活
」「
健

康
と
老
後
」
の
不
安
を
取
り
除

く
べ
く
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
様
々
な
取
り
組
み
や
、

運
動
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
が
、
国
を
動
か
し

労
務
単
価
の
四
年
連
続
引
き
上

げ
、
標
準
見
積
書
の
尊
重
、
法

定
福
利
費
、
下
請
け
適
正
化
、

品
確
法
の
改
正
等
で
、
若
年
技

能
者
育
成
と
技
能
者
の
確
保
を

図
ろ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
現
場
で
は
ほ
と
ん
ど
現

況
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

又
、
平
成
二
十
三
年
か
ら
市

町
に
独
自
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
を
創
設
さ
せ
、
そ
の

波
及
効
果
は
地
域
全
般
に
行
き

渡
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
国

の
省
エ
ネ
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
で
県

の
助
成
制
度
も
縮
減
さ
れ
、
本

年
は
「
三
世
代
同
居
・
近
居
促

進
事
業
」
と
し
て
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
こ

そ
技
術
習
得
の
場
と
し
て
増
額

等
の
要
請
を
強
め
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

長
建
国
保
へ
の
国
庫
助
成
金

獲
得
運
動
で
は
皆
さ
ん
の
熱
心

な
は
が
き
要
請
や
、
地
元
国
会

議
員
要
請
等
で
水
準
維
持
を
確

保
で
き
ま
し
た
。

更
に
、
助
け
合
い
共
済
の
全

労
済
分
が
平
均
年
齢
五
〇
歳
以

上
と
な
っ
た
た
め
、
掛
け
金
が

上
昇
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
か

ら
の
掛
け
金
は
据
え
置
き
と
し
、

新
給
付
を
新
設
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
組
合
運
動
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

建
設
技
能
者
の
豊
か
な
生
活
を

築
く
た
め
に
団
結
し
、
運
動
を

展
開
す
る
組
合
の
基
調
を
受
け

継
ぎ
、
こ
れ
ま
で
の
七
〇
年
間

の
運
動
を
し
っ
か
り
と
検
証
し

な
が
ら
将
来
を
見
据
え
た
新
た

な
運
動
を
創
出
し
、
飛
躍
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
私
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
昭
和
四

十
九
年
二
月
十
八
日
に

組
合
に
入
職
し
、
爾
来

四
十
二
年
六
ヶ
月
も
の

長
い
間
、
組
合
員
ご
家

族
の
皆
様
の
ご
指
導
と

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て

つ
つ
が
な
く
任
期
を
終

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

又
、
組
合
運
動
で
苦
楽
を
共

に
し
て
き
ま
し
た
澤
山
部
長
も

本
大
会
で
任
期
を
終
え
ま
す
。

本
日
の
大
会
を
機
に
、
新
執

行
部
を
中
心
に
、
組
合
が
更
に

強
く
大
き
く
な
り
、
若
年
技
能

者
が
育
ち
や
す
い
環
境
作
り
と
、

夢
を
持
て
る
魅
力
あ
る
明
る
い

建
設
産
業
を
目
指
し
、
力
強
く

運
動
を
邁
進
さ
れ
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
本
部
執
行

委
員
を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
さ

せ
て
戴
き
ま
す
。
本
当
に
長
い

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⑴ 未加入者情報を集め、年間400名を加入させよう！
⑵ ふれあい行動の実践で、内部強化を図ろう！
⑶ 青年部・主婦会の育成を図り、家族ぐるみの運動
に発展させよう！

⑷ 全市町での住宅リフォーム助成制度の創設と拡充
を目指そう！

⑸ 法定福利費を獲得し、現場労働者の賃金引き上げ
を図ろう！

⑹ 魅力ある建設産業を目指し、若年技能者が育つ環
境を築こう！

⑺ 長建国保の国庫補助を現行水準で確保し、生命と
健康を守ろう！

⑻ 助けあい共済の健全運営で、福祉共済の充実を図
ろう！

⑼ 建設現場から労働災害を撲滅し、安全対策を強化
しよう！

⑽ 大衆増税に反対し、納税者の権利を確立しよう！
⑾ 憲法9条を活かし、平和と民主主義を守ろう！
⑿ 機関紙「建設長崎」を、みんなが読む新聞にしよ
う！
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こ
れ
ま
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動
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な
る
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躍
を
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北村 政和 氏

大会緒役員（敬称略）

大会議長

大浦 広己（平戸）

大会運営委員長兼
資格審査委員長

里 雄二郎

大会書記

松園 俊輔（浦上西支部担当）

野口 裕二（東長崎）

山本祐一郎（大村支部担当）

選挙管理委員長

田中 秀則
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私たちは本日、建設長崎第71回
定期大会を開催し、新年度の運動
方針として、組織の強化と拡大、
仕事と生活を守り、社会保障の拡
充を中心とした取り組みを決定し
た。
国土交通省は、建設業界への若年入職者の減少が危
機的状況だとして、公共工事における4年連続の設計
労務単価の引き上げや社会保険への加入を進めている。
国が指導している標準見積書で1次だけでなく2次
や現場で働く人達が、法定福利費相当分を含む適正な
単価と賃金を確保しなければ、将来の建設業を担う技
能労働者は育たない。
安倍政権は、消費税の税率10％を平成31年10月まで
先送りにし、景気回復を進めているが、景気が回復す
る見込みはみうけられない。
大企業の大幅な収益向上のみが目立つなかで、中小
の現場で働く人の仕事と生活は依然厳しいままである。
私たちが要望してきた県住宅性能向上リフォーム支
援事業は、国の住宅省エネエコポイントと相まった為、
昨年度から補助対象の住宅が「バリアフリー・安全型
リフォーム」のみとなり、予算も6，500万円と減額さ
れている。しかし各市町が独自に実施している「住宅
リフォーム助成制度」は継続され、私たちにとっての
仕事確保につながり、大きな経済波及効果をもたらし
ている。引き続き県下各自治体に住宅リフォーム助成
制度の創設・拡充を要請し、地域に根ざした地元工務
店の受注機会と適正価格の回復で若手技能後継者が育
つ賃金・労働条件の環境づくりをめざしていかねばな
らない。
また、私たちの生命と健康を守る建設国保は、建設
労働者にとって最も適した健康保険であり、組合の歴
史は国保の育成強化を求める運動と連動して推進して
きた。
私たちは建設国保の現行補助水準の獲得と医療保険
制度の一元化に反対し、全国の仲間と共に建設国保を
守る運動に全力で取り組んでいく。
組織を増やす運動では400名の仲間を拡大する事を
目標に、「70年の歴史を検証し、将来を見据えた運動
を創設する」ことをメインスローガンとして、本大会
で決定した運動方針に則って全力で推進することを宣
言する。
平成28年7月17日

長崎県建設産業労働組合第71回定期大会
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第71回 定期大会に参加して
東長崎支部

兼子健一郎

団結力の高さを実感
初めて定期大会に参加させて
頂きました。建設組合の規模の
大きさ、団結力の高さを実感し
ました。
今回の大会で組合の様々な取
り組みなどを聞く事が出来てと
ても勉強になりました。今後も
積極的に組合活動に参加したい
と思います。

市南支部

山崎 昌晴

有意義で楽しい一日
何年振りかで定期大会に参加
をさせて頂きました。
参加者の中には久しぶりに会
う方もいて色々な話をすること
が出来て、大変有意義であり、
楽しい1日となりました。また
自分の知っている方々の頑張っ
ている姿を見て、何だか自分も、
仕事を始めもっと色々なことに
頑張っていかなければならない
なと思いました。

大浦支部

田上 義高

仲間の繋がりを深める
拡大では18年ぶりに増勢を迎
えるということで、多くの支部
が表彰を受けていました。今後
も仲間との横の繋がりを大事に
し、拡大に協力していきたいと
思います。
また、退任された役員の皆様、
大変お疲れさまでした。

佐世保東支部

大庭 真八

とても良い大会でした
早いもので、昨年の定期大会
から1年が経ちました。
昨年は、大会議長を仰せつか
り、緊張しっぱなしの1日と
なった記憶は決して忘れません。
大会に参加する度に思うのは、
来賓のあいさつが長すぎます。
もっと短くした方が良いと思い
ます。また今大会では悪意のあ
る発言が無く、とても良い大会
でした。

島原支部

本田 祐司

建設業界の状況など勉強できた
今回初めて定期大会に参加し
ました。各支部から大勢の方が
参加されていましたが、意外と
若い方が多かったような気がし
ました。
経過報告の中で「組織数が18
年ぶりに純増した」とありまし
たが、喜ばしい出来事な反面、
それだけ建設業界が厳しい状況
にあることを改めて感じました。
他にも景気情勢などを知るこ
とができたので、色々と勉強に
なりました。

中央支部

馬渡 鉄洋

組織純増となるようガンバル
委員長の挨拶の中で、18年振
りに組合員が増加したとの事。
一時期は1万名を目指して拡大
行動をして来た事が、今では懐
かしく思い出されます。本大会
の話をもとに、支部でふれあい
訪問等の活動を行い、次年度も
組織純増となるよう頑張りたい
と改めて思いました。また、今
後の青年部の活躍に期待します。

西彼支部

石川 明文

まずは組織拡大に協力
定期大会、初めての参加とな
ります。北村委員長が今期限り
という事で組合員からの惜しむ
言葉が寄せられました。我々に
も耳を傾けて頂きました。お疲
れ様でした。組織拡大2020年迄
には1万人目標という事であり、
ひとりひとりが自分に責任を
持って行動してほしいという事
でした。私も組合にお世話にな
る以上は、まずは組織拡大に協
力できればと思っています。他
支部組合員と交流し、嬉しく感
謝する一日でした。

諫早支部

澤山 浩一

若い青年層にも参加してほしい
去年に続いて出席させて頂き
ました。議事内容は活動経過・
会計決算報告等難しい内容でし
たが、身近な問題としては公共
工事設計労務単価が4年連続で
引き上げられたという事で、私
達の生活に直接関わってくる問
題だと思いますので、ぜひ若い
青年部層にも定期大会に参加し
て頂き、話を聞いたり議論して
もらいたいと思います。最後に
退任される委員長の北村さん、
総務部長の澤山さん大変お疲れ
様でした。

浦上東支部

増田 啓治

各支部の頑張りに感銘
久しぶりの大会参加。本部役
員の皆様のご苦労を改めて感じ
ましたし、北村委員長が勇退さ
れるとの事で長い間ご苦労様で
した。そして、各支部とも組織
拡大の取り組みに頑張っている
事に感銘しました。各支部のみ
なさん共にがんばりましょう。
そして、多くの仲間の中に懐か
しい顔もあり嬉しい大会でした。

北松支部

山下 政樹

全国青年技能競技大会頑張ってきます
この度、青年部代議員として、
初めて定期大会に参加し、毎月
の組合費がどのように活用され
ているのか知ることができまし
た。また、青年技能競技大会の
表彰も頂き、8月末に開催され
る全国大会では、長崎県の代表
に恥じないように頑張りたいと
思います。

佐世保中央支部

瀬尾 友謙

苦しい時も笑い合える組合を
第71回定期大会、皆様お疲れ
様でした。去年に比べると新築
の着工件数も伸び、数年前に比
べて大分仕事が増えてきている
と実感出来ます。逆に若手の職
人の育成がなかなか進んでいま
せん。
10年後20年後の建設業の技術
面に対しての不安があるのが現
状です。現場では肉体労働です
のでキツイところもありますが、
建設長崎を通じて仲間を作り、
苦しい時も笑い合えるそんな組
合作りを皆で頑張っていきま
しょう。

浦上西支部

山形マス子

主婦会の皆と頑張りたい
今回、私にとって久しぶりの
大会参加でした。右も左も解ら
ない私が、主婦会の役員になり、
一番お世話になりました北村委
員長と澤山部長のご勇退の年…。
心の中にぽっかり穴があいたよ
うでとても寂しいです。“数々
の思い出”“数々の教え”しっ
かり受け継ぎ、主婦会の皆様と
一緒に頑張りたいと思います。
お二人のご健勝とご発展を祈念
致します。

大村支部

高月 康男

今回の経験を組合活動に活かしたい
今回、代議員として初めて定
期大会に参加させて頂きました。
本部役員、各支部役員、書記局
の皆様の団結の力で、大会が無
事終了できたと思います。
今回の大会参加の経験を、こ
れからの組合活動に活かして参
りたいと思います。

平戸支部

田島 敬一

この経験を分会活動に
今回初めて定期大会に参加さ
せてもらい、組合の活動内容、
運動方針、予算など様々なこと
を知ることが出来ました。この
経験を活かして、分会でも活動
を進めて行きたいと思います。

佐世保北支部

松瀬 廣治

組合の素晴らしさに感動
大会に参加して組合の素晴ら
しさに感動しました。皆様の熱
心な挨拶・質問・説明があり充
実した大会でした。今後も組合
活動に協力していきたいと思い
ます。

（敬称略）

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第614号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2016年（平成28年）8月15日発行



�����������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

協
会
は
、
平
成
二
十
八
年
七

月
二
十
一
日
㈭
、
ホ
テ
ル
セ
ン

ト
ヒ
ル
長
崎
に
お
い
て
第
四
回

「
定
期
総
会
」
を
開
催
。

冒
頭
、
髙
谷
副
会
長
の
開
会

の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
主
催

者
を
代
表
し
て
、
相
川
会
長
は
、

「
技
術
技
能
の
継
承
や
若
手
技

能
後
継
者
の
育
成
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
魅
力
あ
る
建
設
産

業
の
構
築
の
た
め
総
力
を
結
集

し
、
飛
躍
発
展
を
目
指
す
」
と

あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と

し
て
、
長
崎
県
知
事
の
代
理
と

し
て
出
席
さ
れ
た
長
崎
県
土
木

部
の
髙
宮
茂
隆
参
事
監
及
び
長

崎
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
の

谷
村
隆
三
会
長
に
、
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二
十
七
年

度
の
事
業
報
告
、
歳
入
歳
出
決

算
報
告
。
ま
た
、
平
成
二
十
八

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）、
歳

入
歳
出
予
算
（
案
）
及
び
会
員

会
費
規
程
の
一
部
改
正
（
案
）

な
ど
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役

員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
北
村

政
和
氏
が
就
任
。
副
会
長
に
里

雄
二
郎
氏
（
再
任
）、
平
出
壽

夫（
再
任
）、
伊
藤
一
廣
氏（
新

任
）、
小
林
健
治
（
再
任
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

二
期
四
年
務
め
た
相
川
会
長

は
「
新
体
制
で
前
進
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

四
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
挨
拶
。

北
村
新
会
長
は

「
仕
事
確
保
、

若
年
技
能
者
の

育
成
、
そ
し
て

労
働
環
境
の
整

備
に
向
け
、
団

結
し
て
頑
張
っ

て
い
く
」
と
新

体
制
で
の
抱
負

を
述
べ
た
。

最
後
に
小
林

副
会
長
の
閉
会

の
あ
い
さ
つ
で

定
期
総
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

会 場
上県町ふれあいプラザ
上県町地域福祉センター
琴住民センター
上対馬総合センター
仁田コミュニティセンター
峰地区公民館

豊玉町保健センター

中対馬開発センター

小船越コミュニティセンター
美津島文化会館

美津島文化会館

豆酘小学校体育館
久根保健福祉館
阿連小学校体育館
金田小学校体育館
ありあけ会館
対馬市役所

石油備蓄記念会館

石油備蓄記念会館

石油備蓄記念会館

若松支所

若松支所

奈良尾保健センター

浦桑生活館

有川文化センター

有川文化センター

石油備蓄記念会館

農村環境改善センター

勤労福祉会館

総合文化会館

日 時
7：00～8：00
9：30～11：00
7：00～8：00
9：30～11：00
7：00～8：30
10：00～11：30

7：00～10：30

7：00～10：30

7：00～8：00
9：30～11：00

7：00～10：30

7：00～8：15
9：30～10：00
7：30～8：00
9：30～10：30
7：00～8：15
9：30～10：30

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～11：30

受付時間に
ついては未定
受付時間に
ついては未定
受付時間に
ついては未定

10月21日㈮

10月22日㈯

10月23日㈰

10月24日㈪

10月25日㈫

10月26日㈬

10月27日㈭

10月28日㈮

10月29日㈯

10月30日㈰

10月3日㈪

10月4日㈫

10月5日㈬

10月6日㈭

10月7日㈮

10月11日㈫

10月12日㈬

10月13日㈭

10月14日㈮

10月15日㈯

11月9日㈬

11月10日㈭

11月11日㈮

対馬市

新上五島町

波佐見町

会 場
中央保健福祉センター6F

日宇体育室

吉井地区公民館体育室

広田地区公民館

江迎地区文化会館

中央保健福祉センター6F

相浦文化センター

中里皆瀬地区文化ホール

江上地区公民館

中央保健福祉センター6F

大野地区公民館

早岐地区公民館

中央保健福祉センター6F

小佐々支所

崎辺地区公民館

中央保健福祉センター6F

中央保健福祉センター6F

郡地区公民館

松原出張所
福重出張所

シーハット大村文化棟

シーハット大村文化棟

長与町健康センター

長与町健康センター

木場農事研修施設
農村環境改善センター
坂本コミュニティセンター
総合会館保健センター

総合会館保健センター

川棚町中央公民館

川棚町中央公民館

川棚町中央公民館

川棚町中央公民館

大瀬戸保健センター

西海保健福祉センター

崎戸中央公民館
大島保健センター

西海保健センター

大島農村勤労福祉センター

西海保健センター

大瀬戸保健センター

西彼保健福祉センター

日 時
9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：30

8：30～12：00

8：30～12：00

8：30～10：30
13：00～15：00
8：30～10：30
13：00～15：00
8：30～11：00
13：15～14：30

午前

午前

午前

午前

9：00～10：30
13：00～14：00
9：00～10：30
13：00～14：00
9：00～10：30
13：00～14：00
9：00～10：30
13：00～14：00

7：00～10：00

7：00～10：00

7：00～10：00

7：00～10：00

10月25日㈫

10月27日㈭

10月30日㈰

11月6日㈰

11月10日㈭

11月13日㈰

11月15日㈫

11月16日㈬

11月22日㈫

11月25日㈮

11月28日㈪

12月1日㈭

12月3日㈯

12月6日㈫

12月9日㈮

12月13日㈫

12月19日㈪

11月8日㈫

11月9日㈬

11月10日㈭

11月11日㈮

11月18日㈮

11月19日㈯

11月1日㈫

11月2日㈬

11月6日㈰

10月12日㈬

10月13日㈭

10月14日㈮

10月15日㈯

10月4日㈫

10月5日㈬

10月6日㈭

10月7日㈮

10月8日㈯

10月9日㈰

10月16日㈰

10月29日㈯

佐世保市

大村市

長与町

東彼杵町

川棚町

西海市

皆の姿勢に圧倒
今回初めて定期大会へ出席さ
せて頂きました。熱心に耳を傾
ける方や、質問をする方を目の
当たりにし、組合を守ろうとす
る姿勢に圧倒されました。まだ
まだ未熟な私ですが、皆様のお
役に立てる様、これからも精進
し頑張っていきたいと思います。

大変勉強になった
初めて定期大会に参加させて
頂き、大変勉強になりました。
大会資料の説明を聞き、現在の
建設業界の置かれている状況に
ついて改めて痛感しました。
今回の経験を活かして、書記
局として組合員皆様のお役に立
てるよう、これからもっと精進
して参りますので宜しくお願い
します。

書記局

香月 徳仁

信頼されるよう頑張る
今回初めて定期大会に参加さ
せて頂きました。組合員の皆様
の苦労やいろいろな意見をお聞
きし、また熱心に答弁されてい
る姿を拝見し大変勉強になりと
ても刺激を受けました。私自身
も努力し信頼される書記局にな
れるように頑張りたいと強く思
いました。

書記局

鳥海 久子
書記局

松山 千佳

組合の特定健診は、組合指定の医療機関や巡回健診の他
に、県内各市町が実施する特定健診（集団健診）でも受診
することができます。今回、下記の通り実施されますので
お住まいの地域で実施される集団健診もぜひご利用下さい。

平成28年度長崎県内市町実施特定健診
【集団健診】日程表《10月～12月》

◆集団健診ご利用にあたっての注意事項◆
1．受診の際は、長建国保が発行した「受診券」と「保険
証」、記入済みの「質問票」を必ず持参して下さい。
2．下記市町のうち、佐世保市、大村市、対馬市、長与町
では事前予約が必要ですのでご注意下さい。
3．集団健診は、当該市町に居住する方のみ受診可能です。
尚、一部の会場では市町国保に加入する方の受診が優先
され人員等の理由により受診できない場合があります。
4．掲載の日時、会場等については変更される場合があり
ます。
5．市町によっては、各種がん検診も同時に実施されます
ので、詳細につきましては、各市町窓口へお問い合わせ
いただくか、市町発行の広報誌にてご確認下さい。

（
一
社
）
中
小
建
設
業
協
会

第
四
回
定
期
総
会
開
催

～相川氏退任・新会長に北村氏選出～

会 場
総合地域施設（宮崎集会所）
三和木場自治公民館

健康づくりセンター

晴海台地区公民館

為石地区公民館

北公民館（チトセピア3階）

福田地区公民館

江平地区ふれあいセンター（浦上駅向かいのバ
ス停近く）

大浦地区公民館

ダイヤランド・小ヶ倉ふれあいセンター

滑石公民館

長崎ワシントンホテル

小江原地区ふれあいセンター

長崎市民会館地下1階（文化ホール入口側）

南部市民センター

山里地区ふれあいセンター

西公民館

三川地区ふれあいセンター
緑が丘地区ふれあいセンター

北公民館（チトセピア3階）

横尾地区ふれあいセンター

飯盛ふれあい会館

たらみ会館

森山保健センター

たらみ会館

森山保健センター

森山保健センター

小長井文化ホール

森山保健センター

田結公民館

高来西ゆめ会館

多目的研修館

小長井文化ホール

高来会館

柚木地区公民館

西地区公民館

山澄地区公民館

柚木地区公民館

大野地区公民館

早岐地区公民館

日 時
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～15：00

9：00～11：00

9：30～11：00

10：00～11：30
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～14：30

9：00～11：00

9：00～11：00
13：00～15：00

9：00～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

10月3日㈪

10月4日㈫

10月5日㈬

10月6日㈭

10月12日㈬

10月14日㈮

10月19日㈬

10月21日㈮

10月26日㈬

10月28日㈮

11月5日㈯

11月11日㈮

11月14日㈪

11月19日㈯

11月22日㈫

11月24日㈭

11月25日㈮

11月29日㈫

11月30日㈬

10月3日㈪

10月13日㈭

10月14日㈮

10月18日㈫

10月23日㈰

10月24日㈪

10月31日㈪

11月6日㈰

11月7日㈪

11月8日㈫

11月9日㈬

11月10日㈭

11月13日㈰

10月4日㈫

10月6日㈭

10月13日㈭

10月17日㈪

10月19日㈬

10月21日㈮

長崎市

諫早市

佐世保市

毎月1回15日発行 2016年（平成28年）8月15日発行建 設 長 崎第614号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�



平成28年度・組合員家族慰安

開催のお知らせ
建設長崎大運動会建設長崎大運動会
主催／長崎県建設産業労働組合
共催／長崎県建設事業国民健康保険組合
　　　（一社）長崎県中小建設業協会

平成28年10月23日（日）
午前10時開会

琴海中部運動公園
（長崎市長浦町）
※雨天の場合は中止

と　き

ところ
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三
年
連
続
の
参
加

〜
大
量
ゴ
ミ
に
泡
食
ら
う
〜

七
月
三
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
Ｆ
Ｍ
長
崎
と
コ
ス
モ
石
油

主
催
の
ク
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
in
千
々
石
に
本
部
青
年

部
と
し
て
十
四
名
の
方
に
ご
協

力
頂
き
、
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
は
十
月
の
土
曜
日
の
開

催
で
、
参
加
者
多
数
に
よ
り
抽

選
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年

は
開
催
時
期
が
七
月
と
早
ま
り
、

曜
日
も
日
曜
と
い
う
こ
と
で
前

年
よ
り
も
さ
ら
に
応
募
者
多
数

に
よ
る
抽
選
と
な
っ
た
の
で
は

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
応
募
締
切

日
の
翌
日
に
は
当
選
と
の
連
絡

を
頂
き
、
三
年
連
続
で
参
加
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

実
施
日
前
の
一
週
間
は
、
集

中
豪
雨
や
強
風
で
、
清
掃
場
所

の
千
々
石
海
水
浴
場
に
は
、
も

の
凄
い
数
の
ゴ
ミ
が
打
ち
上
げ

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

中
に
は
冷
蔵
庫
も
あ
り
、
村

上
部
長
が
中
に
ビ
ー
ル
入
っ
て

な
い
か
な
ぁ
と
冗
談
を
言
っ
た

り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
主
催

者
側
が
準
備
し
て
い
た
ゴ
ミ
袋

が
一
時
不
足
す
る
程
の
量
で
、

残
念
な
が
ら
全
て
を
取
り
除
く

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

清
掃
活
動
後
は
、
地
元
野
菜

で
作
っ
た
カ
レ
ー
を
頂
い
た
り
、

地
元
野
菜
の
詰
め
放
題
（
但
し
、

二
〇
秒
以
内
）
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
、
ご
家
族
で
お
越
し

に
な
ら
れ
た
組
合
員
さ
ん
も
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
へ
の
奉
仕
活
動
に
な
る

だ
け
で
は
な
く
、
参
加
さ
れ
た

ご
家
族
同
士
が
仲
良
く
な
り
、

ご
家
族
の
組
合
に
対
す
る
ご
理

解
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か

な
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
の
参
加
時
、
是
非
お
時

間
が
あ
る
方
は
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
山
下
洋
二
）

（
参
加
者
）
十
四
名

村
上
昌
也
ご
家
族

山
下
洋
二

小
泉
祐
一

比
嘉
誠
ご
家
族

早
川
和
男
ご
家
族

書
記
局
二
名

七
月
二
十
三
日
・

二
十
四
日
に
一
泊
二

日
で
四
国
道
後
温
泉

ま
で
支
部
旅
行
を
開

催
し
ま
し
た
。

組
合
員
・
主
婦

会
・
書
記
局
を
合
わ

せ
、
二
十
二
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

船
の
時
間
の
都
合
も

あ
り
、
生
月
を
五
時

半
に
出
発
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
久
し
ぶ
り
の

旅
行
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
中
に
は

早
朝
三
時
か
ら
起
き

ら
れ
た
方
も
い
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
、

そ
ん
な
こ
と
は
関
係

な
し
に
七
時
前
に
は

乾
杯
が
始
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

一
日
目
は
、
内
子

町
の
町
並
み
を
散
策

し
、
四
国
八
十
八
箇

所
霊
場
、
第
五
十
一
番
札
所
の

石
手
寺
を
参
拝
し
、
日
本
最
古

の
温
泉
地
で
あ
る
道
後
温
泉
へ

と
迎
い
、
初
日
の
見
学
が
終
了

し
ま
し
た
。

宴
会
ま
で
二
時
間
ほ
ど
余
裕

が
あ
っ
た
た
め
、
映
画
「
千
と

千
尋
の
神
隠
し
」
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
道
後
温
泉
本
館
ま
で
足

を
伸
ば
さ
れ
る
方
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
夏
休
み
の
時
期

と
重
な
っ
た
た
め
か
、
非
常
に

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。

二
日
目
は
、
松
山
城
の
見
学

と
伊
予
か
す
り
会
館
で
の
買
い

物
と
な
り
ま
し
た
。
前
日
の
疲

れ
、
二
日
酔
い
を
感
じ
さ
せ
ず
、

皆
さ
ん
軽
快
に
足
を
運
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

二
年
ぶ
り
の
旅
行
と
い
う
こ

と
で
、
今
回
四
国
ま
で
出
向
き

ま
し
た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
西
田
）

日
見
分
会
で
は
七
月
三
十
一

日
㈰
に
芒
塚
公
民
館
に
て
住
宅

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

連
日
の
猛
暑
の
中
、
当
日
も

朝
か
ら
気
温
が
上
が
り
、
蝉
の

鳴
き
声
も
暑
さ
の
た
め
か
い
く

ら
か
元
気
が
な
い
中
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
開
始
時
刻

の
九
時
前
か
ら
チ
ラ
ホ
ラ
と
包

丁
を
片
手
に
お
客
さ
ん
が
見
え

は
じ
め
、
包
丁
を
研
ぐ
手
を
休

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

前
々
日
に
近
隣
の
住
宅
に
分
会

組
合
員
で
手
分
け
し
て
チ
ラ
シ

を
個
別
に
配
布
し
た
甲
斐
あ
っ

て
盛
況
で
す
。
ま
た
、
ス
ノ
コ

作
成
の
依
頼
や
、
踏
み
台
作
成

の
依
頼
も
あ
り
、
棟
梁
さ
ん
が

三
人
が
か
り
で
立
派
な
二
段
式

の
踏
み
台
が
出
来
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本

部
か
ら
舩
津
委
員
長
と
田
上
副

委
員
長
も
激
励
に
見
え
ら
れ
、

作
業
す
る
皆
さ
ん
を
労
っ
て
い

ま
し
た
。
包
丁
の
他
に
カ
マ
や

剪
定
ば
さ
み
な
ど
も
磨
ぎ
あ
げ
、

全
体
で
五
十
六
本
、
ま
な
板
削

り
も
八
枚
と
な
り
ま
し
た
。

国
保
組
合
の
補
助
金
を
め
ぐ

る
情
勢
が
不
透
明
な
中
、
長
建

国
保
に
対
す
る
現
行
補
助
水
準

の
維
持
に
向
け
組
合
で
組
合

員
・
家
族
の
皆
様
に
ハ
ガ
キ
要

請
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

所
、
一
六
、
九
〇
八
通
の
要
請

ハ
ガ
キ
を
集
約
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
全
て
の
支
部
が
組
織

数
の
二
・
五
倍
と
い
う
目
標
を

達
成
し
、
中
で
も
佐
世
保
北
支

部
は
組
織
数
の
約
三
・
八
倍
を

達
成
し
、
取
り
組
み
に
対
す
る

大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
全
体
で
も
割
当
の
一
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
る
取
り
組

み
が
出
来
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家

族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運
動
で

す
。
組
合
は
山
の
よ
う
に
届
い

た
ハ
ガ
キ
を
全
て
点
検
し
、
厚

生
労
働
省
へ
全
通
投
函
し
ま
し

た
。

～海岸には多くのゴミが散乱～ 本
部
青
年
部
ク
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
in
千
々
石

～猛暑の中の奉仕活動～

中
央
支
部

日
見
分
会
住
宅
デ
ー

〈
参
加
者
〉（
敬
称
略
・
順
不
同
）

西
村

忠
光

大
町

誠

石
橋

廣
喜

樋
口

正
人

田
森

勝

林

次
夫

内
野

幸
雄

本
田

常
秋

山
下

廣
造

坂
口

忠
義

太
田

俊
一

馬
場

秀
行

馬
場
ヒ
ロ
子

大
町
き
み
子

樋
口
須
磨
子

舩
津
委
員
長

田
上
副
委
員
長

平
戸
支
部

支
部
旅
行
会

～2年ぶりの旅行は朝5時30分発～

平成29年度国保組合予算確保にむけた
［16，908通集約］ハガキ要請行動

ご協力頂いた組合員・ご家族の皆様に
心より感謝申し上げます。

集約枚数
948
600
916
1，090
1，514
670
1，340
1，932
1，032
1，040
1，310
1，420
1，596
820
570
110

16，908

支部名
中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北
北 松
平 戸
書 記 局
合 計
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